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Ⅰ．はじめに
疾病，障がい，発育上の問題を有し，育児上特別の配
慮を必要とする乳幼児の育児は，家族の協力によって営
まれることが多い。我が国では，乳幼児の育児が両親の
親すなわち乳幼児の祖父母のサポートのもとに行われる
伝統的スタイルが，今もなお一般的であり，育児上の特
別な配慮を要する児においても同様であると考えられ
る。少子化，核家族化の進行に伴い，祖父母の育児サ
ポートがいっそう重要になることから，祖父母の育児サ
ポートに関する報告も増加しているが，育児上の特別な
配慮を要する児の祖父母の育児サポートに着目した国内
の報告はない。国外では，育児上の特別な配慮を要する
児を養育する親に対する祖父母の支援が，母親の抑うつ
の減少１），父親と母親のwell-being２），家族機能３）に関
連することが報告されている。
しかし，祖父母は単に親のサポート者として存在する
わけではない。祖父母自身が育児上の特別な配慮を要す
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研究目的は，育児上の特別な配慮を要する乳幼児の孫育児における祖父母の体験を明らかにすることであった。８名の
祖父母（男性２名，女性６名）に対して，孫の誕生から現在までの孫育児，印象的な出来事や日常生活，孫育児に伴う感
情，孫や家族に対する思いに関する半構成的面接を実施し，「孫育児における体験」に該当する文節を抽出・要約してコー
ドとし，サブカテゴリー・カテゴリーを生成した。本研究は研究代表者の所属機関の研究倫理審査委員会の承認を得て実施
した。
孫育児における体験のコードは284であり，39のサブカテゴリー，６のカテゴリーに集約された。カテゴリーは，【最初
の衝撃】，【希望と落胆の揺らぎ】，【孫育児への寄り添い】，【娘／嫁の心理的安寧の見守り】，【息子／娘夫婦の家族機能支
援】，【自己実現】であった。
祖父母の孫育児における体験は，強い衝撃を受けてもがき苦しむ段階から始まり，希望と落胆の間を揺らぎながら自己
実現に至るという，子どもの障がいを受容する親のプロセスと類似している。息子／娘夫婦を支える立場に身をおき続け，
やり場のない自身の感情を抱えたまま気遣い見守り，拡大家族全体の関係を調整するという日本文化における祖父母特有の
体験は，人生経験を重ねる中で獲得されたレジリエンスの表れである。ありのままを受け止め，自分らしく孫育児を行える
こと，家族の情緒的きずなや家族機能の安定を獲得しているとの気づきがもたらす自分と家族の価値付けが，祖父母のエン
パワメントやQOL向上につながることから，これらを実現する看護の必要性が示唆される。
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る孫を受容し，祖父母としての役割を遂行し役割に適応
するという課題に直面している当事者である。孫育児へ
の関与，すなわち孫の成長発達を助け，親をサポート
し，家族の関係性を整えることは，人生経験を積んだ祖
父母世代だからこそなし得ることであり，その実現は祖
父母のエンパワメントやQOL向上につながると考えら
れる。その反面，自己の育児経験とは異なる個別性をも
つ孫の育児やその孫を育てる息子／娘夫婦のサポート
は，祖父母にとって新たな挑戦であり，様々なリスクを
含む危機とも捉えられる。孫育児における失敗体験は，
落胆や自己否定につながりかねない。祖父母が期待され
る役割を達成し，自己のエンパワメントやQOL向上が
もたらされることを支援する看護が重要であると考えら
れるが，育児上の特別な配慮を要する孫の祖父母自身の
well-beingに注目した報告はまだない。
国外では，育児上の特別な配慮を要する孫を持つ祖父
母の体験が報告されている。Scherman４）は，特別なケ
アを要する孫をもつ祖父母が，初期の悲嘆感情と子ども
や孫に対する精神的・経済的支援に焦点を当てた調整過
程をたどることを明らかにした。Woodbridge５）は，障
がい児である孫との経験における祖父母の感情が，適応
（怒りから受容への移行），二重の悲嘆（子どもと孫の両
方にとっての悲しみ），家族の誇り（困難に適応できる
家族の能力）であることを見出した。Miller６）は，障が
い児の祖父母の主要な体験が，自分自身の感情を保つ
（ポジティブでいる），自分を捧げる（家族のニードを優
先する），家族関係を維持する（間に入る，家族の葛藤
を整える，他の孫達），将来の家族の生活のQOL（将来
への関心）であると報告した。しかし，いずれも子ども
の両親が主体となって育児を行い，祖父母が積極的に育
児サポートを提供することが一般的ではないという日本
と異なる文化的背景における研究であり，日本固有の文
化における祖父母の体験は明らかになっていない。
Ⅱ．研究目的
本研究の目的は，祖父母のエンパワメントやQOL向
上をめざした看護支援の構築に向け，育児上の特別な配
慮を要する乳幼児の孫をもつ祖父母の孫育児における体
験を明らかにすることである。
Ⅲ．用語の定義
育児上の特別な配慮を要する児：疾病や障がい，発育
上の問題を有し，これらに関連した育児上の特別な配慮
を必要とする児。本研究では，親が主たる養育者となっ
て在宅で養育されている乳幼児に限定した。
孫育児における体験：孫の育児や孫の育児に関係する
出来事や日常生活，これらによって生じた感情と思い・
考え，これらに関連して起こした行動。
Ⅳ．研究方法
１．研究対象
育児上の特別な配慮を要する乳幼児の孫をもち，主た
る養育者である孫の親と共に，日常的に育児に参加して
いる祖父母であり，研究参加の同意が得られた者とし
た。
２．調査内容・調査方法
調査内容は，基礎的情報として，性別，年齢，職業の
有無，健康状態，家族構成，孫の年齢（月齢），孫との
関係，孫育児の頻度と内容を調査した。孫育児における
体験は，孫の誕生から現在までの孫育児，印象的な出来
事や日常生活，孫育児に伴う感情，孫や家族に対する思
い・考えを調査した。
調査方法は，質問紙法と半構成的面接法であった。質
問紙法では，基礎的情報を調査した。面接法では，孫育
児の頻度と内容，孫育児における体験を調査した。
３．調査期間
2012年２月から11月までであった。
４．調査手順
育児上の特別な配慮を要する児の治療や養育を行って
いる医療施設の看護管理者から，対象の条件を満たす祖
父母またはその家族を研究対象候補者として紹介しても
らい，研究目的，研究の概要，協力していただきたい内
容，倫理的配慮について，研究者が文書を用いて説明し
た。研究参加の可否について家族で検討するように依頼
し，研究参加の意思表示を受けて面接の日時と場所を決
定した。面接開始前に再度研究参加の意思を確認し，研
究参加同意書への署名を持って研究対象者とした。
面接は，研究協力施設内の個室で行い，研究対象者の
了解を得て録音した。面接終了後に質問紙に回答しても
らった。
５．分析方法
面接の録音データから逐語録を作成し，孫育児におけ
る体験を示す文脈が含まれる記述を抽出した。抽出した
記述を，意味内容を損なわないように要約し，コードと
した。コードの意味内容の同質性・異質性に基づき，集
約・分類し，サブカテゴリー，カテゴリーを生成した。
分析の妥当性を確保するために，逐語録からの抽出，
コード化，サブカテゴリーとカテゴリーの生成におい
て，孫育児支援に精通した研究チームによる討議を行
い，合意形成に至るまで議論した。
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６．倫理的配慮
研究参加の任意性，プライバシー及び個人情報の保
護，研究参加に伴う身体的・心理的負担に対する対応と
安全性について保証した。本研究は，千葉県立保健医療
大学の倫理審査委員会の承認（承認番号2011-036）と，
研究協力施設の倫理審査委員会の承認を得て実施した。
Ⅴ．結　果
１．研究対象
研究対象者は，男性２名女性６名の計８名であった。
夫婦での参加が２組あった。男性２名が職業を持ってい
るのに対し，女性は全員が無職であった。孫との関係
は，息子の子どもが夫婦１組を含む３名，娘の子どもが
夫婦１組を含む５名であり，娘の１名はシングルマザー
であった。孫と同居している者が４名，孫育児の頻度は
「ほぼ毎日」と「時々あるいは週末のみ」が４名ずつで
あった。対象の属性を表１に示す。
孫６名は生後６～21か月であり，先天性心疾患３名，
神経疾患３名であった。インタビュー時間は24～93分で
あった。孫の属性を表２に示す。
２．孫育児における体験
全事例から抽出された「孫育児における体験」のコー
ドは284であった。39のサブカテゴリーを経て，最終的
に６のカテゴリーに集約された。カテゴリーは，【最初
の衝撃】，【希望と落胆の揺らぎ】，【孫育児への寄り添
い】，【娘／嫁の心理的安寧の見守り】，【息子／娘夫婦の
家族機能支援】，【自己実現】であった。カテゴリーとサ
ブカテゴリーを表３に示す。
各カテゴリーについて述べる。【   】はカテゴリーを，
〔   〕はサブカテゴリーを，「   」はコードを示す。
１）【最初の衝撃】
抽出されたコードは44であり，７のサブカテゴリーか
ら生成された。何かおかしいと気付き始めてから診断ま
で，あるいは突然予期せぬ診断を告げられた時，この時
が最も辛かったと多くの祖父母が語った。
孫の疾患や障がいを知った時，祖父母は「最初は何が
起こったんだろうという感じ」，「医師の話を聞いてい
る時に，頭がまっ白で涙しか出てこなかった」と，〔受
け止めきれない衝撃を受け〕た。「一生薬漬けなんだろ
う」，「あんな小さな体で長時間の手術を受けるなんて」
と〔孫を不憫に思い〕，「妊婦健診でも異常なく経過して
いた」，「体も大きいし皮膚の色もそんなに悪くないし，
異常があるようには見えなかった」，「そう言われると，
母乳の吸い方がどうかな，首の座りがよくないかなと
思った」と経過を思い起こして〔気付けなかったことを
悔い〕，「自分がついていたのに，どうしてもっと早く帝
王切開を申し出なかったんだろう。思った時にはもう遅
い，それが悔やまれる」と自責の念を抱いて〔避けられ
なかったことを後悔〕した。
「最初の頃は涙，涙で。布団に入っていろんなことを
考えると涙がポロポロ出た」，「治療の効果がない時は，
素人ながらこのままじゃ先が見えないと思った」，「医師
の話を聞いて，とにかく助かって欲しいという思いだ
け」，「やっとできた子どもなのに，名前を付けてすぐに
お葬式を出さないといけないのかと考えた」と〔苦しみ
もがいた〕。同時に，「孫の将来を考え，自分たちの生活
のリズムをどう変えていかなきゃならないのか」，「経済
的に十分な援助ができるように何とかできないか」と，
〔将来計画の変更を覚悟〕し始めた。
これらの体験は，「心配をかけたくないし相談しても
仕方ない，いつも相談する人にも相談しなかった」，「同
居している曽祖父母も気づいていたと思うが何も言わな
かった」と，夫婦や家族の間でも表出されずに，一人ひ
とりが〔苦悩をひとりで抱えて〕いた。
２）【希望と落胆の揺らぎ】
抽出されたコードは62であり，８のサブカテゴリーか
ら生成された。祖父母は孫の病状や治療経過，日々の様
子に一喜一憂し，希望と落胆の間を行ったり来たりする
という揺らぎの中にいた。
表１　対象者の属性（ｎ＝８）
性　別 男性（ｎ＝２） 女性（ｎ＝６）
年　齢 55.0±4.24歳 59.33±5.35歳
職　業 あり ２名 あり ０名
なし ０名 なし ６名
孫との関係 息子の子ども １名 息子の子ども ２名
娘の子ども １名 娘の子ども ４名
同居・別居の別 同居 １名 同居 ３名
別居 １名 別居 ３名
孫育児の頻度 ほぼ毎日 １名 ほぼ毎日 ３名
時々・週末 １名 時々・週末 ３名
表２　対象者の孫の属性（ｎ＝６）
月　齢 15.83±5.42（６－21）か月
１歳未満 １名
１～１歳半未満 ２名
１歳半以上 ３名
疾患分類 先天性心疾患 ３名
神経疾患 ３名
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「少しでも良くなる可能性があれば，その病院に行っ
てみたいと思った」，「搬送先で１時間ぐらい待たされ，
状態がそんなに悪くないからだろうと思った」と〔希望
の光を探し〕，「今の様子だと，歩けるようになる，普通
学級に行けると思う」，「このまま普通の子どもみたいに
成長していけばいい」と〔孫の成長・回復を信じて願っ
た〕。「たまたま近くに専門病院があってよかった」，「医
師がちょっと治せばすぐ治る，普通の子と同じと言った
のが安心できた」と〔希望の光を見つけ〕，「手術前には
想像もつかない位変わって嬉しい」，「薬の種類も量もど
んどん減っている」，「離乳食が始まり，おいしく食べ
ている」と〔孫の成長・回復に安堵〕した。その背景
には，「同じ悩みを持った人がこんなにいるんだと思っ
た」，「結構同じような子がいる。元気になったという話
を聞くと気持ちが楽になる，軽くなる」と，〔孫と同じ
状況にある児の母親に支えられる〕体験があった。
一方で，「もう１人の孫と比較して見てしまう。いろ
んなところで違いはあるし遅れは確かにある」，「食が細
くて，次の手術ができる体重までなかなか増えない」と
〔孫の成長・回復の遅れを実感〕し，「成長するにつれて
大なり小なりどこかにハンデはあるんじゃないかと漠然
と感じている」，「まだ小さいから先のことはわからない」
と〔孫の将来を案じ〕た。また，「途中で腕が痛くなって
交替してもらったり横になったり。体力が欲しい」，「一
年半も家を空けることになるとは思っていなかった」，と
〔育児や生活に負担を覚える〕こともあった。
３）【孫育児への寄り添い】
抽出されたコードは58であり，６のサブカテゴリーか
ら生成された。祖父母は，孫育児に直接関与しながら
も，育児の主体である娘や嫁の伴走者の立場を貫いてい
た。
「泣くと爪や唇にチアノーゼが起きるから，それだけ
は気をつけていた」，「幼稚園児が帰ってくる前に買い物
やお散歩に行くようにして，風邪だけはひかせないよう
にしている」，「体を立てると脳の働きが活発になると聞
き，なるべく抱っこしている」と〔孫の特性に合わせた
育児〕をしていた。「自分が家のことをして娘が子ども
ことと大きく分担している」，「退院後は時々娘の家に訪
ね，娘の買い物の間見ていたりする」と〔娘／嫁の育児
の穴埋めをする〕役割を担った。「両親がついているし
自分の子どもじゃないから，口出し過ぎるといけない」，
「若い人には若い人の考え方があるし，昔と全然違うか
ら，あまり言わないようにしている」と，〔娘／嫁の育
児方針を尊重し〕つつも，「娘は夜中もほとんど寝られ
ないぐらいだったんじゃないかと思う」，「娘が神経質に
なる」，「体格が小さく歯の生え具合も遅れていたので，
食事が大変だった」と〔娘／嫁の育児負担に心を痛め〕，
「病気がうつらないように気をつけながら，少しずつ外
に慣れさせるよう言っている」，「甘やかしている，いい
加減にしないと」と〔娘／嫁の育児にアドバイスをす
る〕こともあった。息子／婿に対しては，「婿はどうい
う風に考えているのかなと思うときがある。込み入った
表３　「孫育児における体験」のカテゴリー・
サブカテゴリー　　　　　　　
カテゴリー サブカテゴリー
最初の衝撃 受け止めきれない衝撃を受ける
　 孫を不憫に思う
　 気付けなかったことを悔いる
　 避けられなったことを後悔する
　 苦しみもがく
　 将来計画の変更を覚悟する
　 苦悩をひとりで抱える
希望と落胆の揺
らぎ
　
　
　
　
　
　
　
希望の光を探す
孫の成長・回復を信じて願う
希望の光を見つける
孫の成長・回復に安堵する
孫と同じ状況にある児の母親に支えられる
孫の成長・回復の遅れを実感する
孫の将来を案じる
育児や生活に負担を覚える
孫育児への寄り
添い
　
　
　
　
　
孫の特性に合わせた育児をする
娘／嫁の育児の穴埋めをする
娘／嫁の育児方針を尊重する
娘／嫁の育児負担に心を痛める
娘／嫁の育児にアドバイスをする
息子／婿の役割に期待する
娘／嫁の心理的
安寧の見守り
　
　
　
　
娘／嫁の苦悩を推し量る
娘／嫁の絶望を恐れる
娘／嫁の将来を案じる
娘／嫁を守る
娘／嫁の喜びを共有する
娘／嫁の負担を軽減する
息子／娘夫婦の
家族関係支援
　
　
　
　
息子／娘夫婦の成長を願う
息子／娘夫婦の力に気づく
息子／娘夫婦と共に直面する
息子／娘夫婦を支える
孫ときょうだい／いとこの関係を保つ
婿／嫁の実家との関係を保つ
自己実現 ありのままを受け止める
　 役割を難なく果たす
　 次世代を支え導く
　 価値を見出す
　 夫と共にある
　 孫を慈しむ
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話はしづらい」，「娘の将来を思うとお婿さんに一生懸命
仕事してもらわないと困る」と，娘／嫁を精神的・経済
的に支える〔息子／婿の役割に期待〕していた。
４）【娘／嫁の心理的安寧の見守り】
抽出されたコードは37であり，６のサブカテゴリーか
ら生成された。祖父母は，娘／嫁の心理状態にとりわけ
深い思いを胸に秘めながら，常に細心の注意を寄せてい
た。
「初めて子どもの状態を聞いたとき，娘は自分の食事
や生活が原因なのかなと言った」，「娘は全然泣かない」，
「同い年の姪の成長を自分のことのように喜んで話す嫁
がかわいそう」と〔娘／嫁の苦悩を推し量り〕，「娘がう
つになったり子どもを殺そうとしたり，そうなったら困
る」，「もし亡くなったら，娘が耐えられるか心配だっ
た」と，〔娘／嫁の絶望を恐れ〕た。「娘の将来を思うと
どうしてあげたらいいかわからない」，「娘の仕事復帰ま
でに元気になればいい」と〔娘／嫁の将来を案じ〕た。
そして，「娘から話さないことは聞かない。無理やり言
わせる必要もないし泣かせる必要もない」，「望みの少な
い見通しを娘に聞かせるのは辛い。正常とか普通とか言
いたくない」，「人に言うと娘が嫌がると思って，内緒に
していた」，「私も娘の前では泣かない」と，蔭ながら，
心理的な脅かしになる様々なものから〔娘／嫁を守っ
て〕いた。 
「主治医に『大丈夫，治るよ』と言われたことを嫁が
泣きながら話した」，「手術直後に嫁が冗談を言うのを見
て，ホッとしたんだと思った」と〔娘／嫁の喜びを共
有〕したり，「苦しみを吐き出すことで，肩の荷が下り
て楽になってくれればいい。聞いてあげるだけ」，「いつ
もじゃかわいそう，何時間か預かってというのはよくあ
る，それは大歓迎」と，〔娘／嫁の負担を軽減する〕こ
とを心がけ，実践していた。
５）【息子／娘夫婦の家族機能支援】
抽出されたコードは29であり，６のサブカテゴリーか
ら生成された。祖父母は，夫婦の成長を見守り続けると
共に，きょうだいや拡大家族の関係性が良好であるよう
に調整役を担っていた。
「いろんなところでいろいろな人にお世話になっても，
最終的には自分たちが頑張らないと」，「まだ母親になり
きってない。自分のことよりも子どもをいちばんに動く
責任を持ってほしい」と，〔息子／娘夫婦の成長を願い〕
ながらも，「２人とも頑張って夫婦２人でしっかり育てて
くれている。よくやっている」，「娘は手術の準備から全
部１人でやっていた。自分がしっかりしないと子どもが
元気にならないと考えていたんだろう」と〔息子／娘夫
婦の力に気づいた〕。重大な局面では，「息子夫婦と一緒
に病院に行って医師の話を聞いた」，「婿が医師の説明を
理解できたか確認した」，「両親の気持ちを思うと自分た
ちも辛くなる」と，〔息子／娘夫婦と共に問題に直面〕し
た。そして，「ちょっとでもいいから，息子夫婦のために
やれることがあればやってやりたい」，「手伝えることが
増えるのはこの先大きくなってから。もっとかかわる時
間が持てると思っている」，「私に気を使わすのがかわい
そう」と〔息子／娘夫婦を支える〕立場を貫いていた。
また，孫のきょうだいやいとこに対して，「上の子は
ママをとられたみたいになって。いつも下の子を抱いて
いるから寂しかったと思う」，「年上のいとこは自分が我
慢しなければいけないと思っているらしく，よく面倒を
見ている。本当のきょうだいみたいでよかった」と孫が
同年代のきょうだいやいとことの良好な関係の中で成長
できるように気を配り，〔孫ときょうだい／いとことの
関係を保って〕いた。
婿／嫁の実家との関係も密であった。「夫の実家も近
く毎日のように来てくれて，みんないい人。娘夫婦は幸
せだと思う」，「息子はマスオさんみたいなもの。頭が上
がらないほど感謝している」と双方の実家が良好な家族
関係で支え合えることに気を配り，〔婿／嫁の実家との
関係を保って〕いた。
６）【自己実現】
抽出されたコードは54であり，６のサブカテゴリーか
ら生成された。最終的に祖父母は，育児上の特別な配慮
を要する孫の祖父母であることのすべてを受容し，自分
らしく祖父母の役割をこなし，その段階に至った自分や
家族に価値を見出した。
「驚いても焦っても，お医者さんに任せるしかない。
医療は発達しているし安心して，それしかない」，「思う
ようになるわけでもないし，ずっと生きているかもわか
らない。先を考えてもわからないから一生懸命やるだ
け」，「そういう体で産まれてきても，待ちわびていた，
娘に宿った命なんだから，家族みんなでできるだけ精一
杯のことをしてみんなで一緒に育てようと話した」，「ど
んどん成長する姿を見ているから，発達障がいがあって
も気にしていないし焦りもない」と，〔ありのままを受
け止め〕た。そして，「入院中は家で上の子を見ながら，
病院に来れる時は連れてきて。ママがいなきゃいないで
大丈夫なので大変と思ったことはない」，「娘たちが帰っ
てからプールに行きビデオを見て，自分の時間を作って
いる」，「カラオケ行ったり外出が多いので，その合間に
顔を見に行く」と孫育児や日常生活における自分の〔役
割を難なく果たし〕ていた。
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そして，「娘に足りない部分を自分達がカバーして精
一杯のことをしたい」，「仕方ない，助けてやらないと，
こんなもんだろうと思っている」と〔次世代を支え導
く〕ことを決心し，「今は孫がいるおかげで私たちが幸
せだと思っている」，「健康だとわからない世界，いい意
味で見たことのない世界を，孫がああいう形で産まれた
ことで見させてもらっている」，「病院までのドライブで
も，病気がなければこの道も通らないと話す」と孫育児
や日常生活に〔価値を見出し〕た。
その根底には，「夫に何か言うと『ああじゃないか，
こうじゃないか』と言ってくれるのが心強い」，「他の孫
との成長の違いを夫と２人になった時に話をする」，「夫
が協力的なのが一番大きい，幸せだと思う」，「孫たちが
みんなおじいちゃん大好きだから，夫も精が出る」と常
に体験を共有している〔夫と共にある〕という気持ち
があった。そして何よりも，「孫は無条件にかわいい」，
「なんとも言えない愛おしさ，命の尊さ，自分の分身み
たい」，「自分が尋ねていくと嬉しそうにバタバタはしゃ
ぎ，帰るときは寂しそうな顔をする」，「お利口だから，
私の言うことはよく聞くのに親の言うことは全然聞かな
い」と愛しい〔孫を慈しむ〕気持ちが存在していた。 
Ⅵ．考　察
１ ．育児上の特別な配慮を要する孫の疾病・障がいを受
容するプロセス
祖父母の孫育児の体験は，最初に強い衝撃を受けても
がき苦しむ段階から始まり，希望と落胆の間を揺らぎな
がら，最終的に自己実現に至るというプロセスをたどっ
ていた。子どもの障がいを受容する親のプロセスにつ
いて，Drotar７）は，ショック，否認，悲しみと怒り，適
応，再起の５段階をたどると述べた。Wikler８）は，落
胆と回復の過程を繰り返す慢性的悲哀を経験すると述べ
た。本研究で導き出された【最初の衝撃】はDrotarが提
示したショックの段階に相当し，【自己実現】は適応と
再起の段階に相当すると考えられる。【希望と落胆の揺
らぎ】は，Wiklerが提示した慢性的悲哀に相当すると考
えられる。このことから，育児上の特別な配慮を要する
孫をもつ祖父母は，親が子どもの疾病・障がいを受容す
るのと類似したプロセスをたどりながら，孫の疾病や障
がいを受容すると考えられる。祖父母が孫の疾病や障が
いを受容することは，親の場合と同等の困難を伴うこと
から，祖父母に対する支援の必要性が示唆される。
２．息子／娘夫婦との関係性における困難
日本文化における祖父母特有の体験は，息子／娘夫婦
との関係性の中で見出された。祖父母が息子／娘夫婦に
関連する悲嘆感情を抱き，支援を行うように調整すると
いう結果は，国外の先行研究と一致する４），５）。しかし，
経済的支援や間に入って家族関係を整える６）といった
直接的・積極的な関与は本研究ではほとんど見出されな
かった。祖父母は決して孫育児の中心にはなろうとはせ
ず，常に息子／娘夫婦を育児の主体と位置づけ，彼らに
寄り添い見守る立場に身を置き続けていた。特に，孫の
育児の中心である娘／嫁の心情にとりわけ深い思いを馳
せ，育児負担感，苦悩，絶望，将来の不安などの感情に
押しつぶされることを恐れ案じていた。これは，孫の親
である息子／娘夫婦の育児方針を尊重し，息子／娘夫婦
が親になることに寄り添い見守り続けるという現代日本
における祖父母の役割を反映していると考えられる。
祖父母は，息子／娘夫婦と同様に，苦悩，絶望，将来
への不安を感じているに違いない。しかし，息子／娘夫
婦を支える存在であろうとする気持ちから，自分自身の
感情を押し殺していると推察される。やり場のない感情
を抱えたまま，同じ感情を持つ者を支えるということ
は，簡単にできることではない。息子／娘夫婦と祖父母
の間で，感情を吐露したり共有することが少ないという
事実も注目すべき点である。相手の負担になり得ること
は言葉にしない，求めないという相手に対する思いやり
が根底にあると考えられる。お互いが感情を共有するこ
とで心理的負担が軽減される可能性もあり，そのような
機会を意図的に作ることも心理的安寧に有効な場合があ
ると考えられる。
３．拡大家族における関係調整の支援
祖父母は，息子／娘夫婦の家族関係が良好であること
を願い，他の孫や婿／嫁の家族との関係調整に尽力して
いた。育児上の特別な配慮を要する児の育児には拡大家
族の協力や関与がみられることが多い。同年代の孫たち
もその影響が及ぶ。祖父母がその調整役を担うという本
研究の結果は，国外の先行研究４）～６）と一致している。
祖父母が孫と息子／娘夫婦だけではなく，拡大家族全体
を支えるという重要な役割を担っているという事実は，
祖父母に期待される役割の新たな側面を提示している。
４ ．育児上の特別な配慮を要する孫の祖父母であること
への適応
最終段階の【自己実現】では，祖父母が，ありのまま
を受け止め自分らしく孫育児を行い，家族の情緒的きず
なや家族機能の安定がもたらされていることを確信して
いた。この体験の表出には，自分自身が家族と共に様々
な苦難を乗り越えてきた経過を振り返り，自分自身と家
族が成長し情緒的絆を強めてきたことを実感し，誇らし
く思うという感情が関係していると考えられる。
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自分自身の成長や存在価値を認識するとともに，長い
時間をかけて構築してきた夫婦間や子孫とのつながりを
価値づけることは，エリクソンの壮年期の発達課題「生
殖性」や老年期の発達課題「統合性」の達成を意味す
る。この最終段階に至ることが孫育児への適応であると
言うことができる。育児上の特別な配慮を要する孫の育
児への適応は祖父母の成長の証であり，エンパワメント
やQOL向上につながるwell-beingな状態と考えられる。
適応に至るプロセスを振り返ると，人生経験を重ねた
祖父母世代ならではの柔軟な強靭さを感じ取ることがで
きる。危機的状況にある人間が発揮する力として，レジ
リエンスという概念がある。レジリエンスとは，「深刻
な危機的状況にもかかわらず，適応的な機能を維持する
防御機能」９）であり，人間に内在する弾性のある強靭な
回復力とされている。これこそが，本研究で明示された
祖父母の柔軟な強靭さと合致する概念である。祖父母が
危機的状況を脱し，育児上の特別な配慮を要する孫の育
児への適応に至るのは，これまでに培ったレジリエンス
を十分に発揮するからこそ成し得るのだと言うことがで
きる。
さらに，祖父母は自分と家族の力や成長に気づき，良
好な家族関係を持てていることに価値を見出し，家族
を誇りに感じていた。これも国外の先行研究５），６）と一
致している。中平10）は，「家族が体験する逆境と逆境に
伴って生じる様々なストレスに対し，家族が力を発揮し
奮闘することを通して，適応，成長，well-beingがもた
らされる過程」をFamily Resilienceと定義した。本研究
で明らかになった祖父母がもつレジリエンスは，育児上
の特別な配慮を要する児の家族全体のレジリエンスの源
となり，自分自身と家族の適応，成長，well-beingをも
たらすと考えられる。
５ ．祖父母のエンパワメントやQOL向上をめざした看
護への示唆
育児上の特別な配慮を要する孫の祖父母であることへ
の適応，すなわち，ありのままを受け止め，自分らしく
孫育児を行い，家族の情緒的きずなや家族機能の安定を
獲得していることに気づき，自分と家族の力や価値を認
識できることが，祖父母のエンパワメントやQOL向上
につながると考えられることから，適応プロセスを促進
する看護を提言する。
まず，育児上の特別な配慮を要する孫の疾病・障がい
の受容，息子／娘夫婦の育児支援，家族関係の維持にお
いて，祖父母が様々な苦悩や困難を体験しているにもか
かわらず，表出されることなく抱え込んでいることに着
目し，祖父母の苦悩や困難を看護者が共感的に受容する
ことが必要である。祖父母の苦悩や困難を家族内で共有
することが家族の安寧につながる場合は，その機会を意
図的に設けることも必要である。
そして，祖父母は本来育児上の特別な配慮を要する孫
の育児に伴う危機的状況を乗り越えるレジリエンスを持
つ存在ととらえ，その力を発揮できる環境を整えること
が大切である。
６．研究の限界と今後の課題
本研究は，日本文化における育児上の特別な配慮を要
する孫をもつ祖父母の体験を提示した。しかし，いくつ
かの限界が多様な対象への汎用を妨げていると言わざる
を得ない。まず，対象者が家族を介しての依頼や家族と
の協議により申し出た者であったことから，家族関係が
良好な祖父母に限定された。また，在宅で養育されてい
る乳幼児を対象としたため，入院加療を中心とする児や
学童期以降の児をもつ祖父母の体験は明らかになってい
ない。祖父母の体験は児の治療や成長によって異なると
考えられる。今後は，様々な家族背景にある祖父母を対
象に，より長期的スパンでの研究を行う必要がある。
本研究で，育児上の特別な配慮を要する児の祖父母に
対する看護支援のゴールが提示された。今後は，祖父母
がレジリエンスを発揮して自分自身と家族の適応，成
長，well-beingをもたらす看護方法の開発に取り組む必
要がある。
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 The present study aimed to explore the experiences of grandparents rearing grandchildren with special needs. Par-
ticipants were grandparents raising their grandchildren with special health or developmental needs. These grandparents 
were assisting with the rearing of grandchildren who were primarily being cared for by the children’s parents. Semi-
structured interviews were conducted about the grandparents’ experiences in rearing their grandchildren, including 
the grandparents’ feelings towards grandparenthood and their family. Interview transcripts were examined to extract 
codes that were relevant to the experiences of grandparents rearing grandchildren. Codes were further combined into 
subcategories and categories. Approval of the principal investigator’s institutional review board was obtained before 
initiation of the study.
 Eight grandparents participated in this study. From the experiences of these grandparents, 284 codes were identi-
fied. These codes were merged into 39 subcategories, and then into the following 6 categories of experiences: Initial 
shock; Between hope and disappointment; Empathetic existence to the grandchild-rearing; Observing daughter’s/
daughter-in-law’s peace of mind; Supporting son’s/daughter’s family function; and Self-realization.
 This series of experiences began with the grandparents’ struggling against the initial extreme shock, then swinging 
between hope and disappointment, and finally achieving self-realization. This is similar to the grieving process in 
parents who have a child with a developmental disorder. The grandparents supported their son’s/daughter’s family, and 
kept a close and gentle focus on their children’s parenthood. These experiences were Japanese culture-specific, and they 
gave the grandparents a sense of accomplishment, which was considered to be due to the resilience that comes with 
many life experiences. These findings indicate that nurses should help grandparents accept the things they are able to 
do as grandparents in their own unique way, and strengthen family relationships and functions to achieve grandparents’ 
self-realization.
